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親が行う｣は29件中24件 (82.8%)であった (表 1).
表 1.カンガルーケア定義キーワー ド


































































































が 1件であった (表 4).
表4.カンガルーケアの心理的効果
(複数掲載)
項 目 低出生体重児(件) 成熟児(件)






































上｣ を条件 としていると考えられ,呼吸の安定 という
点で低出生体重児の条件に通ずるものである.低出生体
重児が ｢呼吸の安定｣ としているのに対 し,成熟児が
｢Ap8点以上｣ と表現 しているのは,成熟児は分娩直後
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にカンガルーケアを実施するという実施時期の違いによ
ると考えられる.その他の条件のうち,｢経腫分娩｣は
やや高率にみられたものの,成熟児は条件が一定してお
らず,施設独自のものも多かった.これは,カンガルー
ケアは元来低出生体重児のためのものであったが,カン
ガルーケアの普及に伴い成熟児にも広がりを見せている
ため,現在模索の段階であることによると考えられる.
実施時期及び持続時間に関しては,ボゴタでも具体的
な日数の条件はなく,時間は制限を行わなかった1).し
かし,聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院では業務の
都合上2時間としていた33).それを受け,業務の都合や
面会時間に関連し,低出生体重児におけるカンガルーケ
アは全て2時間以内であった.また,初回は慣れるとい
う視点から,短 く設定されている施設もあった.成熟児
の実施時期及び持続時間においても,一定の基準はなく,
各々の施設独自の基準である.そのため,低出生体重児 ･
成熟児双方において,効果的な実施時期及び持続時間を
調査 していく必要があることが示唆された.
抱き方に関しては,ボゴタでは立て抱きとされてきた
が,｢立て抱き｣のみならず,｢もたれかける｣と記載し
ている文献が高率にみられた.｢もたれかける｣ という
動作が加わることで,親がゆったりと椅子に座って実施
できるためであると考えられる.成熟児は ｢腹臥位｣と
するものが多かったが,分娩直後であるため母親の体位
に応じた腹臥位が考えられる.これは,母親の健康状態
や分娩時の体位にも影響を受けると考えられる.抱き方
に関しても一定の基準はなく,低出生体重児 ･成熟児双
方において各々の効果的な抱き方を調査 ･考察していく
必要があると考えられる.
3.カンガルーケアの効果
ボゴタで挙げられた効果は,低体温,栄養不足,交差
感染による死亡及び養育遺棄の減少であった1).日本に
おいてもカンガルーケア導入以後同様の効果が示され,
加えて生理学的 ･心理学的効果が拡大した.
特に,｢親子の良好な関係 ･愛着の形成｣は多数の論
文でその効果が認められている.救命を主として途上国
で始まったカンガルーケアが,日本をはじめ先進国にお
いてはハイテクノロジーゆえに妨げられる愛着形成過程
を取 り戻すことを主としていることを示唆していると考
えられる.
終わりに
ローテクノロジーの代償として途上国ではじまったカ
ンガルーケアは,日本では特に愛着形成において効果的
であることが示唆される.カンガルーケアの方法及び
効果に関する研究は現在発展途上にあり,方法および効
果に関して今後も調査 ･考察していく余地があるといえ
る.
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Abstract Thefolowingobservationsweredrawnfrom manyorlglnalpapersonthesubjectof
KangarooCare:
1.ThedefinitionofKangarooCareiscarethatinvolvesdirectparenLchildskincontact.
2.BreathingstabilitylSanindispensableelementoftheKangarooCareofnormalandlowbirth-
weightbabies.
3.Therearenostandardswithregardtoenforcementtime,maintenancetimeorhowababyshouldbe
held.
4.ThepurposeofKangarooCarehasbeenslowlychangingsinceitsinceptioninBogota,Columbia.
TheeffectofKangarooCarehasbeensuggestedasbeinglmpOrtantinparent-childattachmentfor-
mation,especialyinJapan.
HealthScienceResearch19(1):21-26,2006
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